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外科学系乳腺内分泌外科学分野
診療科の特色
　以前のナンバー外科から、臓器別外科の再編により乳腺内分泌外科が設立されました。
そして、他臓器との連携から、呼吸器外科・総合外科などと融合をしてきたこともありま
したが、現在では、乳腺内分泌外科分野として、講座を編成し、日大板橋病院では、診療
科として、乳腺内分泌外科を掲げて診療しています。このようなことから、様々な臓器疾
患を診療してきたこともあり、将来乳腺外科医・内分泌外科医を目指す人達にとって、有
意義な臨床・教育・研究をできるようになっています。

乳腺内分泌外科の研修の魅力
　主に乳腺疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患を扱っております。乳癌検診率の増加もあ
り、乳癌患者数は増加しております。それに伴い、総合外科医が片手間に乳腺疾患を診療
することができなくなる程、乳癌診療は多岐にわたっております。このような現状から、
日本乳癌学会では広告できる専門医精度が発足し、厳格な資格審査にて専門医認定をおこ
なっております。当科でも、認定施設はもちろんのこと、関連施設も併設しながら、部長
をはじめとする複数の乳腺専門医が従事しております。乳腺専門医も、現在では、外科専
門医だけでなく、内科認定医からも、取得できることから、後期研修あるいは専修医から
の乳腺専門医を目指す先生にも取得できるように、カリュキュラムを考案しています。
　また、当院は、癌拠点診療認定、特定機能病院などの評価を受けており、高度先進医療
を施行しています。乳腺領域では、センチネルリンパ節生検、形成外科との共同の乳房再
建術もおこなっているのも特徴であり、患者さんにとって身体的・精神的にも苦痛になら
いように配慮しております。同時に、化学療法もがん化学療法認定看護師や薬剤部とも連
携を保ちながら、専用の外来化学療法室を使用しながら治療を行っています。そして、症
状が進行した患者さんに対しては、緩和ケアチームと合同で診察・治療をおこない、リン
パ浮腫認定看護師がリンパ浮腫マッサージを専門的に行うなど、それぞれの部署との連携
をとりながら、治療することにより、トータル的な医療を行っております。
　内分泌外科としては、甲状腺・副甲状腺の良性・悪性疾患を手術を中心に治療してお
り、先進医療としての、内視鏡を用いた手術をおこなっております。
　年次における乳癌手術症例数、全手術件数を示すますが、都内でも屈指の件数を誇って
います。
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大学院コース 専門医コース
研修ステージ 資格 研修ステージ 資格

1 初期臨床研修 医師免許 初期臨床研修 医師免許
2
3

基礎、臨床研究
医学博士
　（学位）

一般外科研修（取得資格により変動）
4
5 日本外科学会専門医
6 日本内科学会認定医
7 一般外科研修 外科専門研修 がん治療認定医
8 日本外科学会専門医 or 日本乳癌学会認定医
9 がん治療認定医 学位習得可能 日本乳癌学会専門医
10 外科専門研修 日本乳癌学会認定医 甲状腺／内分泌外科専門医
11 日本乳癌学会専門医
12 甲状腺／内分泌外科専門医
13
14
15 指導医研修 日本外科学会指導医 指導医研修 日本外科学会指導医

研究年数：基礎と臨床 マンモグラフィ読影医は随時
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卒後臨床研修

１、専門医研修について
　専門医になることの必要性
　 　乳腺専門医は基盤となる専門医を取得していないと、とることができない。甲状腺・
内分泌外科専門医も同様である。

２、専門医研修の実際
　日本外科学会専門医
　 　研修開始登録後、日本外科学会の指定する病院で５年間の研修（臨床研修１年目で登
録した場合には、外科入局後最短で３年）
　　決められた手術件数、術者件数が必要、筆記・面接試験。
　日本乳癌学会乳腺専門医
　 　一定の乳癌診療件数および研究業績、研修業績が必要。外科専門医、内科認定医取得
後、申請。最短で、基盤専門医取得後１年で取得。卒後６－７年で取得可能。筆記・面
接試験
　内分泌・甲状腺専門医
　 　一定の甲状腺・副甲状腺診療件数および研究業績、研修業績が必要。外科専門医取得後、
申請。最短で、基盤専門医取得後１年で取得。卒後６－７年で取得可能。筆記・面接試験
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３、研究について
　大学院：大学院希望者は、卒後３年目より大学院に入学できます。
　国内留学・海外留学：指導教官により様々な施設に留学できます。
　例：NIH（米国）、東京大学医科学研究所など
　研究テーマ：分子生物学、遺伝子治療、臨床研究など

４、スタッフ
　 　以下のメンバーで診療を行っております。同時に、積極的に資格を取得することも推
奨しているために、若い医局にもかかわらず、資格取得者が多いのが当科の特徴です。

　　＜板橋病院＞　　　　　　　　　　　＜日本大学病院＞
診療部長：　　　　　多田敬一郎　　　診療科長：谷　　眞弓
診療科長・病棟医長：榎本　克久　　　病　棟　医：小関　　淳
外来医長：　　　　　原　由起子　　　　　　　　小山　祐未
教育医長：　　　　　原　由起子　　　　　　　　高橋　紗綾
医　局　員：堀　　京子、松野　有紀、後藤　洋伯、福本　咲月、鈴木　佑奈
　　　　　　谷村　　薫、渡邉　美帆、禹　有佳里、上田　彩華、矢久保美菜
　　　　　森　　聡史、田中　花奈
臨床研修指導医　５名

　　　計：１６名

日本外科学会　　　指導医　　　２名
　　　　　　　　　専門医　　１３名

日本乳癌学会　　　指導医　　　４名
　　　　　　　　　専門医　　１２名
　　　　　　　　　認定医　　　１名

がん治療認定医　　　　　　　　９名

内分泌・甲状腺外科専門医　　　１名

マンモグラフィー　指導医　　　８名
　　　　　　　　　読影医　　１１名

板橋病院在籍：１３名　　　日本大学病院在籍：４名



〒 173－8610　東京都板橋区大谷口上町 30－1
日本大学医学部乳腺内分泌外科
TEL：03－3972－8111　FAX：03－3554－1371
乳腺内分泌外科医局長　　榎本克久　（医局　内線 2451）
E-mail：enomoto.katsuhisa@nihon-u.ac.jp

問い合わせ先
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５、他の専門医研修プログラム在籍者の受け入れ
　 　特に制限はありません。とりわけ、乳腺専門医は、外科専門医だけでなく、内科認定
医、放射線科専門医、産婦人科専門医からの取得も可能であるで、希望に沿った研修を
行えます。

６、就職先
　 　検診施設から総合病院まで、色々とあります。また、女性医師が、家事と両立できる
ような配置もあります。


